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まえがき

この報告書は、日本財団のご支援により、平成１８年度補助事業として、当協会が実施し

た「電線貫通部の工事方法に関する調査研究」の成果をまとめたものである。

電線貫通部の工事としては、防火隔壁の電線貫通方法と防水を目的とした電線貫通方法が

あるが、防火隔壁の電線貫通方法については、専門メーカーが夫々より良い機材資材を開発

し、国家機関や各船級協会（日本海事協会等）の型式承認を取得し市場に提供している。

防水の電線貫通方法については、電線グランド方式に信頼が置かれ、電線グランドを凌駕

する新しい手法に付いては特段の開発が行われているわけでもない。むしろ、場所によって

は、電線グランドの防水性をより確実にするため、電線グランドの上からさらに熱収縮チュ

ーブを付加したり、詰め物を充填するような工事すら行われている場合もある。

このような状況に鑑み、従来の電線グランド方式に代わる防水電線貫通工事方法として、

「熱収縮チューブ」のみの採用で防水性の確保が出来ることを確認するための調査研究を実

施した。

なお、本調査研究を実施するにあたっては、東京海洋大学海洋工学部 海洋電子機械工学科

木船弘康助教授を委員長とする「電線貫通部の工事方法に関する調査研究委員会」を設置し、

各委員の熱心なご検討とご協力によるほか、国土交通省のご指導を得て実施したものであり、

これらの方々に対し、心から感謝の意を表する次第である。
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